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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第112期
第３四半期
連結累計期間

第113期
第３四半期
連結累計期間

第112期

会計期間
自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日

自 平成25年12月１日
至 平成26年８月31日

自 平成24年12月１日
至 平成25年11月30日

売上高 (百万円) 4,521 4,906 6,213

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △21 24 3

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(百万円) △9 12 4

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 4 13 21

純資産額 (百万円) 1,509 1,539 1,525

総資産額 (百万円) 6,003 6,151 5,876

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) △0.76 0.99 0.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.1 25.0 26.0
 

 

回次
第112期
第３四半期
連結会計期間

第113期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日

自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期純損失金額(△)

(円) 0.33 △0.60
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないために記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１） 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、米国経済において今後の金融緩

和縮小による影響が懸念されるものの、景気は緩やかな回復が継続しました。中国においても成長は鈍化し

たものの、引き続き緩やかな拡大が期待されます。東南アジア経済は全体として持ち直しの傾向となりまし

たが、先行きについては依然として不透明な状況が継続しています。

日本国内においては、本年４月以降の消費税増税の反動により、国内自動車販売台数が本年４月以降前年

割れになるとともに、昨年９月来前年同月を上回っていた国内自動車生産台数も本年７月に前年割れとなり

ました。当第３四半期からは駆け込み需要の反動からの持ち直しの動きが見られるものの、当社を取り巻く

環境は厳しい状況が継続しています。ナフサを中心とする石油関連製品価格は高止まりを続けており、円安

の進行による原材料価格が高騰するとともに、国内外の販売においては他国企業との競争は厳しさを増して

おり、企業収益の圧迫要因となっています。

このような状況の下、当社グループにおきましては、主力のゴム薬品・樹脂薬品・機能性化学品について

市場の回復に対応した販売や新規販売に注力するとともに、原材料価格の高騰に対応して製品価格改定を進

めました。海外においては、主力のゴム薬品ならびに樹脂薬品において積極的な受注拡大に努めました。ま

た、原材料購入・製品在庫の適正化ならびに合理化をはじめとするコスト削減を実施しました。

この結果、当連結会計年度の売上高は４９億０６百万円（前年同期比８．５％増）、営業利益は２６百万

円（前年同期は１６百万円の損失）、経常利益は２４百万円（前年同期は２１百万円の損失）、四半期純利

益は１２百万円（前年同期は９百万円の損失）となりました。

 

（部門別の概況）

＜ゴム薬品＞

ゴム薬品の分野は、主要顧客であるタイヤ・自動車用ゴム部品・合成ゴムユーザーにおいて本年４月以降

の消費税増税による駆け込み需要と反動減の影響が見られました。当第３四半期においてもその反動減の影

響が残りましたが、特殊ゴム薬品について販売が伸びたことから、国内販売は昨年並みの売上となりまし

た。

輸出につきましては、為替がやや円安に推移したことや、中国をはじめとする東南アジアの経済活動にお

いて緩やかな拡大傾向が継続したことから、主力品を中心に受注拡大に努め、売上を伸ばしました。

この結果、この部門合計の売上高は３１億１５百万円（前年同期比４．８％増）となりました。

 

＜樹脂薬品＞
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樹脂薬品の分野は、主要需要先の国内外のアクリル酸・アクリル酸エステルの生産需要が引き続き拡大し

たことや、国内アクリル酸生産の復調により、売上を伸ばしました。また、海外市場への販売を強化し既存

の顧客への販売を維持拡大するとともに、新規顧客の開拓をおこない売上を伸ばしました。

この結果、この部門合計の売上高は６億９１百万円（前年同期比３４．６％増）となりました。

　

＜中間体＞

界面活性剤中間体は顧客の生産がやや低調となったことから前年同期並みの売上となりました。染顔料中

間体は顧客の需要状況に対応した生産販売を行い、売上を伸ばしました。農薬中間体は品目により受注増減

がありましたが、主要品目で競争が激化したことから、全体として売上が減少しました。医薬中間体機能性

化学品は一部品目の受注減少があったものの、主要品目で顧客の需要を捉えた受注に注力し売上を伸ばしま

した。

この結果、この部門合計の売上高は４億７０百万円（前年同期比１２．１％増）となりました。

 

＜その他＞

環境用薬剤は製品統合があったものの、受注の確保に注力し、売上を伸ばしました。潤滑油向け薬品は競

争の激化により一部品目で売上が減少しましたが、自動車関連産業の回復により販売が全体としては増加し

売上は前年同期を上回りました。新規用途向け薬品は、新規受注の獲得に注力しましたが、品目により売上

に増減があり、全体では売上が減少しました。

この結果、この部門合計の売上高は６億２８百万円（前年同期比２．１％増）となりました。
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（２） 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産につきましては６１億５１百万円となり、前連結会計年度末に

比べ２億７４百万円増加いたしました。これは主に、たな卸資産が３億１９百万円増加したことによりま

す。

負債につきましては４６億１１百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億６０百万円増加いたしまし

た。これは主に、支払手形及び買掛金が２億３１百万円増加したことによります。

純資産につきましては１５億３９百万円となり、前連結会計年度末に比べ１３百万円増加いたしました。

これは主に、利益剰余金が１２百万円増加したことによります。

 
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 
（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は144,821千円（前年同期は146,895千円）であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,200,000 12,200,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 12,200,000 12,200,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年６月１日～
平成26年８月31日

－ 12,200,000 － 610,000 － 58,437
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成26年５月31日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

 
① 【発行済株式】

   平成26年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　　
普通株式　17,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,152,000 12,152 ―

単元未満株式 普通株式　 　31,000 ― ―

発行済株式総数 12,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,152 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式915株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

  平成26年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株
式）　　　　川口化学工
業株式会社

東京都千代田
区　　　　　内神田２丁
目８番４号

17,000 ― 17,000 0.14

計 ― 17,000 ― 17,000 0.14
 

　

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年６月１

日から平成26年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年12月１日から平成26年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士　小林義典、同　落合智治両氏による四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 500,062 477,825

受取手形及び売掛金
※ 2,147,450 ※ 2,264,684

商品及び製品 693,901 798,641

仕掛品 175,224 314,109

原材料及び貯蔵品 236,340 312,204

その他 18,352 19,940

貸倒引当金 △2,149 △2,778

流動資産合計 3,769,182 4,184,628

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 967,373 858,671

その他（純額） 838,367 827,214

有形固定資産合計 1,805,740 1,685,886

無形固定資産

その他 8,070 8,040

無形固定資産合計 8,070 8,040

投資その他の資産

その他 295,042 273,677

貸倒引当金 △1,213 △1,213

投資その他の資産合計 293,829 272,464

固定資産合計 2,107,640 1,966,390

資産合計 5,876,823 6,151,019

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 1,082,192 ※ 1,313,925

短期借入金 1,070,000 1,170,000

1年内返済予定の長期借入金 119,572 119,572

未払金 206,437 220,754

未払法人税等 3,208 6,741

未払消費税等 29,849 10,847

賞与引当金 － 48,705

その他 158,006 86,080

流動負債合計 2,669,267 2,976,626

固定負債

長期借入金 1,089,124 1,029,445

退職給付引当金 369,144 387,930

役員退職慰労引当金 66,628 68,513

その他 156,778 148,807

固定負債合計 1,681,674 1,634,696

負債合計 4,350,942 4,611,322
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 610,000 610,000

資本剰余金 58,437 58,437

利益剰余金 845,844 857,956

自己株式 △7,087 △7,087

株主資本合計 1,507,194 1,519,306

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,672 10,236

為替換算調整勘定 10,014 10,153

その他の包括利益累計額合計 18,686 20,390

純資産合計 1,525,881 1,539,696

負債純資産合計 5,876,823 6,151,019
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年８月31日)

売上高 4,521,650 4,906,959

売上原価 3,904,894 4,212,354

売上総利益 616,755 694,604

販売費及び一般管理費 633,521 667,615

営業利益又は営業損失（△） △16,765 26,989

営業外収益

受取利息 595 237

受取配当金 1,645 1,476

不動産賃貸料 6,223 6,376

受取保険金 5,305 627

貸倒引当金戻入額 58 －

その他 3,733 3,777

営業外収益合計 17,562 12,496

営業外費用

支払利息 15,061 14,763

社債利息 3,090 －

その他 3,851 720

営業外費用合計 22,003 15,484

経常利益又は経常損失（△） △21,207 24,001

特別利益

投資有価証券売却益 － 19,800

特別利益合計 － 19,800

特別損失

固定資産除却損 1,004 5,253

減損損失 － 7,390

特別損失合計 1,004 12,644

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△22,211 31,156

法人税、住民税及び事業税 930 4,670

法人税等調整額 △13,935 14,374

法人税等合計 △13,005 19,044

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△9,206 12,111

四半期純利益又は四半期純損失（△） △9,206 12,111
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△9,206 12,111

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,312 1,564

為替換算調整勘定 7,281 139

その他の包括利益合計 13,593 1,703

四半期包括利益 4,387 13,815

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,387 13,815

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年12月１日 至 平成26年８月31日)

該当事項はありません。
 

 

(会計方針の変更等)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年12月１日 至 平成26年８月31日)

該当事項はありません。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日 至 平成26年８月31日)

該当事項はありません。
 

 
(追加情報)

(法人税率の変更等による影響)

平成26年３月31日に、「所得税法等の一部を改正する法律」(平成26年法律第10号)、「地方税法等

の一部を改正する法律」(平成26年法律第４号)及び「地方法人税法」(平成26年法律第11号)が公布さ

れ、平成26年４月１日以降開始する連結会計年度より法人税率等が変更されることとなりました。こ

れに伴い、平成26年12月１日から開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異について

は、繰延税金資産及び繰延税金負債を計算する法定実効税率を38.01％から35.64％に変更しておりま

す。

この税率変更により、繰延税金資産の金額(繰延税金負債の金額を控除した金額)は、2,687千円減少

し、法人税等調整額は同額増加しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年８月31日)

受取手形 67,727千円 75,437千円

支払手形 14,618千円 14,300千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
至 平成26年８月31日)

減価償却費 259,402千円 247,671千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月26日
定時株主総会

普通株式 36,550 3.0 平成24年11月30日 平成25年２月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年12月１日 至 平成26年８月31日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループにおいては、有機化学工業薬品事業の単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
至 平成26年８月31日)

 １株当たり四半期純利益金
額　　　　　　　　　　　　又は四半期純損失金額
（△）

△0円76銭 0円99銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益金額又は四半期純損
失　　　　　　　　　金額（△）(千円)

△9,206 12,111

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純利益金
額　　　　　　　　　　　又は四半期純損失金額
（△）(千円)

△9,206 12,111

 普通株式の期中平均株式数(株) 12,182,914 12,182,085
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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小林義典公認会計士事務所

公認会計士  　　小　　林　　義　　典 　　　 印

落合公認会計士事務所

公認会計士  　　落　　合　　智　　治　　　　 印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年10月14日

川口化学工業株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　

 

　

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川口化
学工業株式会社の平成25年12月１日から平成26年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成26年６月１日から平成26年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年12月１日から平成26
年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
 
監査人の責任
私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの
基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥
当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川口化学工業株式会社及び連結子会社の平成26
年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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